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ロータリーのマジック

2024-2025 RI会長
ステファニー A.
アーチック

＜米国ペンシルバニア州＞

2024-2025 国際ロータリーのテーマ

分水ロータリークラブとの友好交流会

11：00～　友好桜の花見（伊那中央病院庭）

　分水ロータリークラブの皆様、ようこそ伊那の地へお越しいただきました。
　本日は朝早くから新潟を出発され、昼間は記念植樹の観覧、昼食を挟んで高遠城址公園で進徳館や高遠歴
史博物館の見学、タカトオコヒガンザクラの観覧など、忙しい行程でしたが楽しんでいただけましたでしょ
うか？
　サクラは満開には、少し早かったのが残念です。サクラの開花時期が今日に合うよう、毎日祈っていました。
（小川さんが分水の開花予想を送ってくれていましたが）高遠も、途中までなかなか順調だと思っていたの
ですが、ちょっと油断してしまいまして、会長の行いが悪かったためか少しずれてしまいました。分水の皆
様には、もう２、３日滞在していただければ丁度満開となりそうですが、いかがでしょうか？

　さて、本日の例会にあたり、分水ロータリークラブと伊那中央ロータリークラブの交流の歴史について少
し調べてみました。
　両クラブが友好提携をしようという動きは、今から１８年前、２００７年頃からあったそうです。（先ほど、
黙祷をさせていただいた氏田様も尽力されましたが、）正式には翌２００８年４月に「友好クラブの提携調
印式」が行われました。友好クラブ締結書には「両クラブは、ロータリーの精神と桜の縁により、友好クラ
ブの盟約を締結し、締結同意書に基づき相互交流を図り、共に手を携え、ロータリーの奉仕の理想を実現す

ることを誓約する。」と書かれています。
　この調印式を皮切りに、交流が始まりました。
　両クラブでサクラの苗木を交換して記念植樹が行われ、また、伊那と分水の少年剣道クラブの合同合宿等
が開催されました。こちらからのサクラが枯れてしまい、再植樹をしたのが２０１６年とされています。
　また、親睦旅行は、「山梨県石和温泉」「新潟県村上瀬波温泉」「埼玉県川越市・東京の増上寺」「岐阜長良
川温泉・明治村」「佐渡ヶ島」と毎年のように行われました。
　特に、佐渡への旅行は、台風のため中止となった翌年にリベンジして敢行することができました。島行き
のフェリーが大変揺れて、船酔いになった人が大勢いましたが、私は、最初にしっかりと酒を飲んで酔っ払っ
ていれば、船酔いにはならないということを実践し、船酔いにならずに済みました。
　コロナの影響で、両クラブの交流は２年ばかり頓挫してしまいましたが、２０２３年に再開、分水さんの
お世話になり「おいらん道中」を観覧し、「信濃川大河津資料館」を見学させていただきました。１６名の
会員が参加させていただきました。
　度重なる水害によって、越後平野に壊滅的な被害を与えてきた信濃川の氾濫を防ぐため、明治から大正時
代に１５年をかけて、山を切り開き分水路を設置するという大工事を行い、完成させた大河津分水路は、越
後平野の守り神として地域に発展をもたらし、越後平野を全国有数の穀倉地帯に変えたといわれています。
合併前の分水町も、分水ロータリークラブの命名も、この大河津分水からとったという話も伺いました。
　また昨年は、分水ロータリークラブが創立５０周年を迎え、記念式典にわがクラブから２０名の会員が参
加させていただきました。
　２年続けて、心づくしの歓待をしていただきました。分水の皆様の心意気に、心より感謝申し上げる次第
です。

　そして今日、分水の皆様を伊那へお呼びすることができ、皆様の歓待には及びませんが、漸くお返しをす
るという機会ができました。
　どうか皆様、思いっきり楽しんで行ってください。今日の例会が今後益々、両クラブの友情と親交を深め
ていくことを祈念して、会長談話とさせていただきます。



12：00 ～　昼食・建福寺の散策（高遠町内）

14：00～　高遠城址公園と周辺の散策

　分水ロータリークラブの皆様、ようこそ伊那の地へお越しいただきました。
　本日は朝早くから新潟を出発され、昼間は記念植樹の観覧、昼食を挟んで高遠城址公園で進徳館や高遠歴
史博物館の見学、タカトオコヒガンザクラの観覧など、忙しい行程でしたが楽しんでいただけましたでしょ
うか？
　サクラは満開には、少し早かったのが残念です。サクラの開花時期が今日に合うよう、毎日祈っていました。
（小川さんが分水の開花予想を送ってくれていましたが）高遠も、途中までなかなか順調だと思っていたの
ですが、ちょっと油断してしまいまして、会長の行いが悪かったためか少しずれてしまいました。分水の皆
様には、もう２、３日滞在していただければ丁度満開となりそうですが、いかがでしょうか？

　さて、本日の例会にあたり、分水ロータリークラブと伊那中央ロータリークラブの交流の歴史について少
し調べてみました。
　両クラブが友好提携をしようという動きは、今から１８年前、２００７年頃からあったそうです。（先ほど、
黙祷をさせていただいた氏田様も尽力されましたが、）正式には翌２００８年４月に「友好クラブの提携調
印式」が行われました。友好クラブ締結書には「両クラブは、ロータリーの精神と桜の縁により、友好クラ
ブの盟約を締結し、締結同意書に基づき相互交流を図り、共に手を携え、ロータリーの奉仕の理想を実現す

ることを誓約する。」と書かれています。
　この調印式を皮切りに、交流が始まりました。
　両クラブでサクラの苗木を交換して記念植樹が行われ、また、伊那と分水の少年剣道クラブの合同合宿等
が開催されました。こちらからのサクラが枯れてしまい、再植樹をしたのが２０１６年とされています。
　また、親睦旅行は、「山梨県石和温泉」「新潟県村上瀬波温泉」「埼玉県川越市・東京の増上寺」「岐阜長良
川温泉・明治村」「佐渡ヶ島」と毎年のように行われました。
　特に、佐渡への旅行は、台風のため中止となった翌年にリベンジして敢行することができました。島行き
のフェリーが大変揺れて、船酔いになった人が大勢いましたが、私は、最初にしっかりと酒を飲んで酔っ払っ
ていれば、船酔いにはならないということを実践し、船酔いにならずに済みました。
　コロナの影響で、両クラブの交流は２年ばかり頓挫してしまいましたが、２０２３年に再開、分水さんの
お世話になり「おいらん道中」を観覧し、「信濃川大河津資料館」を見学させていただきました。１６名の
会員が参加させていただきました。
　度重なる水害によって、越後平野に壊滅的な被害を与えてきた信濃川の氾濫を防ぐため、明治から大正時
代に１５年をかけて、山を切り開き分水路を設置するという大工事を行い、完成させた大河津分水路は、越
後平野の守り神として地域に発展をもたらし、越後平野を全国有数の穀倉地帯に変えたといわれています。
合併前の分水町も、分水ロータリークラブの命名も、この大河津分水からとったという話も伺いました。
　また昨年は、分水ロータリークラブが創立５０周年を迎え、記念式典にわがクラブから２０名の会員が参
加させていただきました。
　２年続けて、心づくしの歓待をしていただきました。分水の皆様の心意気に、心より感謝申し上げる次第
です。

　そして今日、分水の皆様を伊那へお呼びすることができ、皆様の歓待には及びませんが、漸くお返しをす
るという機会ができました。
　どうか皆様、思いっきり楽しんで行ってください。今日の例会が今後益々、両クラブの友情と親交を深め
ていくことを祈念して、会長談話とさせていただきます。

次頁へ続く



18：00～　交流例会（フラワーパレス）
　・点鐘 ･････････････････････
　・ソング「奉仕の理想」･･････
　・ゲスト・ビジター紹介･･････
　・会長挨拶 ･････････････････
　　　　　　　　　 　　　　　
　・次期会長・幹事挨拶････････

　・幹事報告 ･････････････････
　・ニコBOX・出席報告 ･･･････
　・点鐘 ･････････････････････

伊那中央RC 熊谷健会長
伊那中央RC 鈴木一比古ソングリーダー
伊那中央RC 小椋文成幹事
伊那中央RC 熊谷健会長
分水RC 氏田万有子会長
伊那中央RC 井上修会長エレクト
分水RC 大倉龍司会長エレクト
分水RC 沖野兼一次期幹事
伊那中央RC 小椋文成幹事
伊那中央RC 宮下健出席委員長
伊那中央RC 熊谷健会長

■ 会長挨拶 熊谷健会長
　分水ロータリークラブの皆様、ようこそ伊那の地へお越しいただきました。
　本日は朝早くから新潟を出発され、昼間は記念植樹の観覧、昼食を挟んで高遠城址公園で進徳館や高遠歴
史博物館の見学、タカトオコヒガンザクラの観覧など、忙しい行程でしたが楽しんでいただけましたでしょ
うか？
　サクラは満開には、少し早かったのが残念です。サクラの開花時期が今日に合うよう、毎日祈っていました。
（小川さんが分水の開花予想を送ってくれていましたが）高遠も、途中までなかなか順調だと思っていたの
ですが、ちょっと油断してしまいまして、会長の行いが悪かったためか少しずれてしまいました。分水の皆
様には、もう２、３日滞在していただければ丁度満開となりそうですが、いかがでしょうか？

　さて、本日の例会にあたり、分水ロータリークラブと伊那中央ロータリークラブの交流の歴史について少
し調べてみました。
　両クラブが友好提携をしようという動きは、今から１８年前、２００７年頃からあったそうです。（先ほど、
黙祷をさせていただいた氏田様も尽力されましたが、）正式には翌２００８年４月に「友好クラブの提携調
印式」が行われました。友好クラブ締結書には「両クラブは、ロータリーの精神と桜の縁により、友好クラ
ブの盟約を締結し、締結同意書に基づき相互交流を図り、共に手を携え、ロータリーの奉仕の理想を実現す

ることを誓約する。」と書かれています。
　この調印式を皮切りに、交流が始まりました。
　両クラブでサクラの苗木を交換して記念植樹が行われ、また、伊那と分水の少年剣道クラブの合同合宿等
が開催されました。こちらからのサクラが枯れてしまい、再植樹をしたのが２０１６年とされています。
　また、親睦旅行は、「山梨県石和温泉」「新潟県村上瀬波温泉」「埼玉県川越市・東京の増上寺」「岐阜長良
川温泉・明治村」「佐渡ヶ島」と毎年のように行われました。
　特に、佐渡への旅行は、台風のため中止となった翌年にリベンジして敢行することができました。島行き
のフェリーが大変揺れて、船酔いになった人が大勢いましたが、私は、最初にしっかりと酒を飲んで酔っ払っ
ていれば、船酔いにはならないということを実践し、船酔いにならずに済みました。
　コロナの影響で、両クラブの交流は２年ばかり頓挫してしまいましたが、２０２３年に再開、分水さんの
お世話になり「おいらん道中」を観覧し、「信濃川大河津資料館」を見学させていただきました。１６名の
会員が参加させていただきました。
　度重なる水害によって、越後平野に壊滅的な被害を与えてきた信濃川の氾濫を防ぐため、明治から大正時
代に１５年をかけて、山を切り開き分水路を設置するという大工事を行い、完成させた大河津分水路は、越
後平野の守り神として地域に発展をもたらし、越後平野を全国有数の穀倉地帯に変えたといわれています。
合併前の分水町も、分水ロータリークラブの命名も、この大河津分水からとったという話も伺いました。
　また昨年は、分水ロータリークラブが創立５０周年を迎え、記念式典にわがクラブから２０名の会員が参
加させていただきました。
　２年続けて、心づくしの歓待をしていただきました。分水の皆様の心意気に、心より感謝申し上げる次第
です。

　そして今日、分水の皆様を伊那へお呼びすることができ、皆様の歓待には及びませんが、漸くお返しをす
るという機会ができました。
　どうか皆様、思いっきり楽しんで行ってください。今日の例会が今後益々、両クラブの友情と親交を深め
ていくことを祈念して、会長談話とさせていただきます。

次頁へ続く



次頁へ続く次頁へ続く

　テーブルの上に、サクラの花を用意させていただきました。これは当クラブ友好委員の田中洋会員が、ご
自分の家の庭からとってきていただいたもので、咲いているサクラはエドコヒガンザクラ、一輪だけ赤い蕾
の枝がありますがミヤビザクラというそうです。テーブルを華やかにしてくれると思います。
　また、オオスズメバチのハチノコと成虫を食用に用意いたしました。これは、当クラブの平澤照雄会員が
取ってきて、調理して持ってきてくれました。非常に貴重なものです。ご堪能いただければと思います。
　それから、分水の皆さんからは、沢山お酒を頂戴しました。ありがとうございます。また、分水クラブの
小川会員から「塩クジラの味噌漬」をわがクラブの人数分いただきました。事務局員の武井さんにも渡して
欲しいと言われました。これは、以前岐阜に親睦旅行に行った時に、バスの道中で酒のつまみに食させいた
だいたもので、それがうまいのなんのって、そのことを気にかけていただき、今回持ってきてくださいました。

　さて、両クラブの「友好クラブ締結同意書」には、「締結期間は３年間とし、双方に異議がない場合は、
更に３年ごとの延長とする。」と書かれています。男女の仲ではありませんが、やはり相性というものがあり、
最初の３年間はお見合い期間とでもいうのでしょうか？そんな規定がありました。
　しかし、そんな規定に捕らわれることなく友好関係は続き、今年で１７年になります。法律用語では法定

■ ニコニコボックス

◆熊谷健

◆小椋文成

◆伊藤かおり

◆分水RC　氏田万有子様・平原美香様・大倉龍司様・沖野兼一様より
　　　　　　　　本日を楽しみにしておりました。ありがとうございます。
　　　　　　　　朝は雨の中の友好サクラでしたが、高遠城址公園では見事に晴れて、私たちの友好の絆を
　　　　　　　　歓迎してくれました。
　　　　　　　　楽しい夜を共に過ごしましょう。
◆分水RC　川﨑吉明様より
　　　　　　　　昨年の当会50周年には大勢でご出席いただきありがとうございました。
　　　　　　　　久しぶりに皆様にお会いでき嬉しく思っています。本日はよろしくお願いいたします。
◆分水RC　杉田和夫様より
　　　　　　　　昨年の50周年には大勢のメンバーの方々に出席していただき誠にありがとうございまし　
　　　　　　　　た。しかも会場に生花を添えていただき感謝しております。今後とも両クラブ益々の活躍
　　　　　　　　を祈念しております。

本日は氏田会長はじめ、分水ロータリークラブの皆様、ようこそお越しくださいました。
朝早くから大変でしたが、例会・2次会と今夜は遅くまで帰しませんので、どうか楽しん
でいってください。また、これからもよろしく。
分水の皆様、ようこそお越しいただきました。あいにくの天気の午前中、晴天の高遠城址。
至らぬ点もあるかと思いますが、楽しんでくだされば幸いです。
分水ロータリークラブの皆様、ようこそ伊那の地へお越しくださいました。伊那中央ロー
タリークラブのメンバーと共に１日楽しんでください。本日は宜しくお願いいたします。

　分水ロータリークラブの皆様、ようこそ伊那の地へお越しいただきました。
　本日は朝早くから新潟を出発され、昼間は記念植樹の観覧、昼食を挟んで高遠城址公園で進徳館や高遠歴
史博物館の見学、タカトオコヒガンザクラの観覧など、忙しい行程でしたが楽しんでいただけましたでしょ
うか？
　サクラは満開には、少し早かったのが残念です。サクラの開花時期が今日に合うよう、毎日祈っていました。
（小川さんが分水の開花予想を送ってくれていましたが）高遠も、途中までなかなか順調だと思っていたの
ですが、ちょっと油断してしまいまして、会長の行いが悪かったためか少しずれてしまいました。分水の皆
様には、もう２、３日滞在していただければ丁度満開となりそうですが、いかがでしょうか？

　さて、本日の例会にあたり、分水ロータリークラブと伊那中央ロータリークラブの交流の歴史について少
し調べてみました。
　両クラブが友好提携をしようという動きは、今から１８年前、２００７年頃からあったそうです。（先ほど、
黙祷をさせていただいた氏田様も尽力されましたが、）正式には翌２００８年４月に「友好クラブの提携調
印式」が行われました。友好クラブ締結書には「両クラブは、ロータリーの精神と桜の縁により、友好クラ
ブの盟約を締結し、締結同意書に基づき相互交流を図り、共に手を携え、ロータリーの奉仕の理想を実現す

ることを誓約する。」と書かれています。
　この調印式を皮切りに、交流が始まりました。
　両クラブでサクラの苗木を交換して記念植樹が行われ、また、伊那と分水の少年剣道クラブの合同合宿等
が開催されました。こちらからのサクラが枯れてしまい、再植樹をしたのが２０１６年とされています。
　また、親睦旅行は、「山梨県石和温泉」「新潟県村上瀬波温泉」「埼玉県川越市・東京の増上寺」「岐阜長良
川温泉・明治村」「佐渡ヶ島」と毎年のように行われました。
　特に、佐渡への旅行は、台風のため中止となった翌年にリベンジして敢行することができました。島行き
のフェリーが大変揺れて、船酔いになった人が大勢いましたが、私は、最初にしっかりと酒を飲んで酔っ払っ
ていれば、船酔いにはならないということを実践し、船酔いにならずに済みました。
　コロナの影響で、両クラブの交流は２年ばかり頓挫してしまいましたが、２０２３年に再開、分水さんの
お世話になり「おいらん道中」を観覧し、「信濃川大河津資料館」を見学させていただきました。１６名の
会員が参加させていただきました。
　度重なる水害によって、越後平野に壊滅的な被害を与えてきた信濃川の氾濫を防ぐため、明治から大正時
代に１５年をかけて、山を切り開き分水路を設置するという大工事を行い、完成させた大河津分水路は、越
後平野の守り神として地域に発展をもたらし、越後平野を全国有数の穀倉地帯に変えたといわれています。
合併前の分水町も、分水ロータリークラブの命名も、この大河津分水からとったという話も伺いました。
　また昨年は、分水ロータリークラブが創立５０周年を迎え、記念式典にわがクラブから２０名の会員が参
加させていただきました。
　２年続けて、心づくしの歓待をしていただきました。分水の皆様の心意気に、心より感謝申し上げる次第
です。

　そして今日、分水の皆様を伊那へお呼びすることができ、皆様の歓待には及びませんが、漸くお返しをす
るという機会ができました。
　どうか皆様、思いっきり楽しんで行ってください。今日の例会が今後益々、両クラブの友情と親交を深め
ていくことを祈念して、会長談話とさせていただきます。

更新といいますが、すでに５回更新され来年で６回目の更新となります。
　だから今更、お前とは合わないとか、お前には厭きたとか、言えない関係になっています。これからも仲
良くしていただければと思います。
　それでは、今夜は存分に楽しみましょう。
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良くしていただければと思います。
　それでは、今夜は存分に楽しみましょう。

次頁へ続く



　テーブルの上に、サクラの花を用意させていただきました。これは当クラブ友好委員の田中洋会員が、ご
自分の家の庭からとってきていただいたもので、咲いているサクラはエドコヒガンザクラ、一輪だけ赤い蕾
の枝がありますがミヤビザクラというそうです。テーブルを華やかにしてくれると思います。
　また、オオスズメバチのハチノコと成虫を食用に用意いたしました。これは、当クラブの平澤照雄会員が
取ってきて、調理して持ってきてくれました。非常に貴重なものです。ご堪能いただければと思います。
　それから、分水の皆さんからは、沢山お酒を頂戴しました。ありがとうございます。また、分水クラブの
小川会員から「塩クジラの味噌漬」をわがクラブの人数分いただきました。事務局員の武井さんにも渡して
欲しいと言われました。これは、以前岐阜に親睦旅行に行った時に、バスの道中で酒のつまみに食させいた
だいたもので、それがうまいのなんのって、そのことを気にかけていただき、今回持ってきてくださいました。

　さて、両クラブの「友好クラブ締結同意書」には、「締結期間は３年間とし、双方に異議がない場合は、
更に３年ごとの延長とする。」と書かれています。男女の仲ではありませんが、やはり相性というものがあり、
最初の３年間はお見合い期間とでもいうのでしょうか？そんな規定がありました。
　しかし、そんな規定に捕らわれることなく友好関係は続き、今年で１７年になります。法律用語では法定
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次回例会
4月 15 日（火）　点鐘／ 12:30　　場所／海老屋料理店

・新会員入会式　・米山奨学生送別の会　・地区研修･協議会の報告
・例会終了後：理事会

【4月7日（月曜日）】
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かんてんぱぱ来社の件　　　井上修会員
　分水ロータリークラブの皆様は、今朝
4 月７日、伊那食品工業（株）にて一時
間半ほど散策・講演で時間を過ごされて
行かれました。
　R＆D センターで、総務の窓口の女性
と、当社の新潟担当の営業マンが同席さ
せて頂き。不肖私が一時間講演させて頂
きました。講演では、冒頭に昨夜の「キャ
ンディーズ三姉妹」の映像を事前に了解
頂き披露。大騒ぎ大笑いになりました。
以降、笑い声の多い時間になりました。
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想定以上に沢山の買い物をしていただきました。


